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現状分析
ʢとやま結いの通りë を中⼼に⼈とまちなかを結び付け、富⼭に賑わいを創出する

かつて⽇本の道は広場として使われていたように、通りは⼈
の活動を促す空間となる。富⼭でも全⽇本チンドンコンクー
ルや⼭王まつりなど、通りを中⼼としたイベントが催されて
いる。
この “通り” からエリア周辺のあらゆる場所につながること
で、富⼭を活性化する。

とやま結いの通りとやま結いの通り
-YUI-

まちが分散し、
富⼭市街地の求⼼⼒が不⾜

結いカフェ

ショップ
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提案 将来

中⼼市街地を楽しく歩いて回遊できるようにする。

富⼭城

LRT

shopping

散策が楽しい通り

買い物が楽しい通り

富⼭駅

歴史を感じる通り

コミュニケーションや
にぎわいを結ぶ通り

とやま結いの
通り

松川通り

歩⾏者ファーストの
“結いの通り” をつくる

“とやま結いの通り” がまちの中⼼となる

現在

⾞道によって
空間が分断されている
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駐⾞場をまとめる

とやま結いの通りがまちなかに拡散

コンパクトシティを⽬指してきた富
⼭が更なる⽬標達成のために、中⼼
市街地に⼈を惹きつける場所が必要
である。

また、⾞道によって分断された街区
をつなげる、歩⾏者ファーストのま
ちづくりが求められる。

県庁を中⼼として、県内外の多様な
プレイヤーが集まり、結びつける場
を提供する。

とやまの未来とつながる場所
情報発信のコアとなる場所を提案することで⼈が集まり、周
辺地域を含めたエリアの持続可能性を⾼める。
また、⽔と緑のグリーンインフラを活⽤し、災害時にも安⼼
できる場所をつくることで、県庁を中⼼としたグリーンレジ
リエンスの中⼼地を提案する。



とやま結いの通り × BIG DETA
富⼭のスマートシティアプリ “結いのアプリ” を開発し、県⺠のデータ (BIG DETA) を収集。
そのデータを活⽤し、県全体へ還元できるしくみをつくる。

富⼭県⺠の BIG DETA を活⽤し、県⺠の興味関⼼を分析したイベントを開催。
アプリによりイベントスケジュールをお知らせする。

イベント × 結いのアプリの発展

県庁周辺を中⼼にアプリ定
着とアプリと連携したエリ
ア運⽤の試⾏。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

アプリの定着で LRT 沿線の
利便性強化とイベント開催
によるアプリの拡散。

“とやま結いの通り” をシン
ボルとした富⼭県全体のス
マートシティ化。

BIG DETA をスマートシティ化に活⽤
“結いのアプリ” が⼈の集まるしくみをつくる

⾏政

アプリ ⼤学県内
企業

県⺠

産学官⺠連携の仕組み

データ活⽤

研究利⽤

データ活⽤

データ活⽤
開発

開発援助

協⼒協⼒

協賛出資

収益 UP
企業認知

ウェルビーイングな暮らし

暮らしに還元

結いの通り
アプリ

キッチンカーひろば / キッチンカーにより県職員や周辺ワーカーへの昼⾷の提供
結いカフェ / 地元の旬の⾷材を使った料理の提供
つくる⼯房 / 観光客に向けた富⼭の名産品の販売、ものづくり体験
学ぶ⼯房 / ⼤学の講義やワークショップ、⽣涯学習の場の提供

結い市場 / 地元の⻘果物を JA と共同販売、県内店舗の出店
つくる⼯房 / ものづくり都市富⼭のメーカーとコラボしたものづくり体験

エリア全体 / 毎⽉のテーマ沿って県内企業や飲⾷店が参加するイベント開催

毎⽇

週１（⽇）

⽉１

県庁

Sta.

LRT

現在

2026

2033

2040

“とやま結いの通り” と連携してアプリを普及し、
スマートシティ化を進める。
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サテライトキャンパス × 富⼭の学び
⑥学ぶ⼯房 - 富⼭の歴史とつながる -

富⼭を学び、富⼭で学ぶことのできるサテライト
キャンパス。⼤学や県内企業と連携したワーク
ショップを開催し、⽣涯学習の場を提供する。

マルシェ × 富⼭の⼈たち
④結い市場 - 富⼭の⼈とつながる -

富⼭の農家やお店の⼈と出会うことのできる週
末マルシェ。地元⺠とのつながりが⽣まれ、コ
ミュニティー形成や富⼭で暮らすきっかけをつ
くる。

カフェ × 富⼭平野の⽔⽥
③結いカフェ - ⽔盤のフォトスポット -

刻々と移り変わる景⾊を⾒せる、⽔盤カフェテラ
ス。富⼭の⾷を通して、訪れた⼈同⼠のコミュニ
ケーションの場となる。

マウンド × ⽴⼭連邦の⼭並み
②そり⼭の広場 - 雪 / 緑のフォトスポット -

冬は⽩銀、夏は緑のおおらかな地形が背景となる
フォトスポット。富⼭の⾃然に触れながら、体を
動かして遊ぶ場となる。

ショップ・⼯房 × 富⼭のものづくり
⑤つくる⼯房 - 富⼭のものづくりとつながる -

ものづくり都市である、富⼭の企業と出会うこと
のできるセレクトショップ・ものづくり体験。
参加企業のモチベーション向上や富⼭で働くきっ
かけをつくる。

①気嵐のひろば

②そり⼭の広場 ③結いカフェ ④結い市場

⑤つくる⼯房

⑥学ぶ⼯房

SNS で発信したくなる情景
“⽔の都” 富⼭を発信する

フォトスポットとなる美しいシーンをつくることで、来訪者が⾃発的に SNS
で発信・宣伝することを狙う。県内問わず、あらゆる場所から⼈が集まること
で、中⼼市街地、さらには富⼭県全体の活性化につながる。
富⼭の美しい原⾵景をイメージした空間を舞台に、富⼭の⾃然・歴史と結びつ
ける場をつくる。

①

② ③ ④

⑤

⑥

Well-being point

富⼭とつながる場
⽔と緑と歴史を活かした居⼼地の良い
空間で、富⼭らしさを体験できる場を
つくる。
富⼭の⼈・暮らしと結びつくきっかけ
をつくることで、富⼭の良さを発信し
てもらう。

県庁前広場 × 富⼭湾の気嵐
①気嵐のひろば - 霧のフォトスポット -

県庁を背景に霧で満たされた、幻想的なフォトス
ポット。⼦どもの好奇⼼を刺激し、有形⽂化財で
ある県庁に触れるきっかけになる。
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